
                        
   

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 RI 月間テーマ『平和と紛争予防/紛争解決月間』 

第 3217 例会   2021 年 2 月 16 日(火) 
ホテルグランシェール花巻 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

先週末の大雪、皆様には雪

かき作業でお疲れになったと

思われます。鹿討直前会長は

みちのくクボタ様から購入さ

れたショベルローダーが大活

躍したと思います。暖かくな

ったと思ったら寒くなりの

日々で、春はまだ遠くなって

しまったと感じる今日この頃です。  
本日は、月間テーマ「平和と紛争予防/紛争解決月

間」に沿い、元花巻ユネスコ協会副会長で現在顧問

をされております押切郁様をゲストにお迎えし、水

沢女学校時代に川崎市の工場に学徒動員された時の

実際に経験された戦争体験をお話して頂きます。急

な依頼にも拘わらず快く引き受けた頂き、心より感

謝申し上げます。また、花巻みなみ幼稚園を創設さ

れた照井謹二郎先生と共に「賢治の里にユネスコの

火を灯そう」と言うことで、花巻ユネスコ協会を立

ち上げられたとも聞いております。花巻市文化団体

連絡協議会会長等、数々の要職を経験されておられ

ます。ご講演宜しくお願い致します。  
7 日の日曜日のＮＨＫスペシャル「2030 未来への

分岐点」を見られた方もいらっしゃると思います。

今回は第 2 回「飽食の悪夢～水・食料クライス～」

が放送されました。今国連などが「文明の破綻を引

き起こしかねない」と強い懸念を表明しているの

が、世界ひとりひとりに行き渡る水や食料の格差で

あり、早ければ 2030 年までに、ひとりひとりが得

られる資源量の格差によって多くの地域で人々を養

える限界を越え、紛争が頻発するなどの分岐点が訪

れると警鐘をならしていました。飽食の時代からの

ライフスタイルの変化を考えなければならない時が

迫っているのかもしれません。 

第 3 回は「プラスチック汚染の脅威～新たな社会

システムは構築できるか～」2/28 に放送されます。

第 1 回は「暴走する温暖化“脱炭素”への挑戦」1/9

に放送済みです。興味ある方は、再放送かオンデマ

ンドで確認ください。本日の例会もよろしくお願い

致します。 

 

 

 
 
 

◆今後のプログラム・その他の予定 

◆幹事報告             幹 事 

◆例会プログラム      

■会長の時間（27/48）  阿部 一郎 君  

 

 

◆3216 回 例会の概要  

例会メニュー 

□開会点鐘             阿部会長 
□ロータリーソング斉唱 
□四つのテスト     
□本日のプログラム、メニュー   親睦委員会 
□会長の時間            阿部会長 

国際政治の裏側「リンウッド弁護士の真実 
だから見ろ」視聴    担当：佐々木史昭君 

□幹事報告および委員会報告    幹事 
□出席報告            出席委員会 
□ニコニコ・ボックス  ニコニボックス委員会 
□その他 
□閉会点鐘             阿部会長 

 

 
 
 
 

・震災関連の行事について〈アンケート〉 
〔国際ロータリー第 2520 地区 2020-2021 年度 

 代表幹事 菊池忠彦〕 
・開局 30 周年記念特集 

〔社会福祉法人 盛岡いのちの電話〕 
 

・2021-22 年度会長エレクト研修セミナー（PETS） 
開催のご案内 
 

〔国際ロータリー第 2520 地区 ガバナーエレクト 
 鈴木俊一〕 

 

2/23（火）休会（天皇誕生日） 
 
3/ 2（火）慶祝、クラブ協議会 

       次年度各委員選出 担当：橋川エレクト 
 
3/9（火）会員卓話又はゲストスピーチ 
 

※3 月より例会会場はホテル花城様となります。 

 

 

日本料理 

藤原さん：「今年は素敵な皆様に相
応しいものをと気合を入れて盛岡ま
で行って買ってきました！」 
  
※編集注：みなさん、3/14 お返し

を忘れずに～。 GODIVA 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
昭和 20年 2月 25日水沢から川崎市の航空機の計器

工場に学徒勤労動員に行く時は、お国の為にとやる気
満々、修学旅行もない時代、東京旅行の気分でした。
しかし上野に近づくに連れて火の海が見え、焼け出さ
れた人々でごった返す駅では引率の先生もパニックに
なる有様。何とか工場に着いても既に原料物資がな
く、仕事はありません。水沢で白米を食べていたのに
豆かすと変な海藻入雑穀飯は喉を通りませんでした。
昼夜問わず、空襲警報が鳴ると 20分走って防空壕に逃
げ込むだけの日々。お風呂も入れず、着の身着のまま
で寝て、服にはシラミの卵だらけでした。 
B29が 100 機以上来て火の海にしても大本営発表は
『敵機 1、2 機飛来、被害は僅少』と嘘ばかり。 

最も怖かったのは小型艦
載機グラマンの機銃掃射。
低空で飛んでニヤニヤ笑い
ながら撃ってくる操縦士の
顔も見えて本当に腹が立ち
ました。4月 15 日の B29, 

200機でのすさまじい空襲
で工場も焼失して、既に高い

気温の中、焼け跡の片づけ作業は辛いものでしたが、
久々に食べた白米のおにぎりとたくわんは何故あんな
に美味しかったのだろうと後々まで語り草になる程に
美味でした。これ以上生徒を意味なく危険にさらせな
いと先生が会社に帰校を願い出ても許可されず、憲兵
に突き出すとの脅しを受ける中、先生の一存で秘密裏
に準備をすすめ、舎監との押し問答も乗り越えて 95 名
の生徒全員が無事帰校することが出来ましたが、親や
学校も我々を心配して動いていたこと、切符を用意す
るように国鉄の上層部の方から指示があったことを後
で知ることになります。これらの事は学校史には載っ
ていないので自分達で冊子にしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
〔阿部一郎〕 
押切様には足下の悪い中、当例会に参加頂き、貴重
な体験談をお話頂きありがとうございました。自分
の親はぎりぎりで徴兵される事なく済みました。 
妻の叔父は沖縄での特攻により戦死しております。
摩文仁の丘の慰霊碑に名前が刻まれています。本日
は本当にありがとうございました。  
〔藤田勝敏〕 
藤原さん、毎年お気遣い頂きありがとうございます。
お返し楽しみにして下さい。 
来週の例会は、ホテルグランシェールさんの 2 階金剛
の間に変更となります。よろしくお願いします。私も
花巻南幼稚園出身者でした。  
〔橋川秀治〕 
押切先生、念願のご講演が聞けて嬉しいです。学生時
代に勉強やクラブ活動が出来た幸せも戦争がない時代
に生まれた為とあらためて実感しました。コロナ関係
でも統制が広がる不気味さを感じています。これから
も色々な機会でお話を聞かせて頂ければ幸いです。  
〔高橋 豊〕 
半月前から実行していることです。1 日を振り返っ
て、その日良かったことを 3 つ書いています。自分自
身のニコニコ BOX のような感じで、小さなことに喜
びと感謝を感じます。当たり前のこと、普通のことが
嬉しく有難く思います。  
〔立花徳久〕 
押切郁様貴重なお話ありがとうございました。私の父
も昭和 4 年生まれで横浜に動員されたそうです。 
お話を聞いてその当時の生活が分かりました。  
〔鹿討康弘〕 
押切先生、貴重なお話を拝聴できて大変勉強になりま
した。悲惨な記憶をユーモアたっぷりにお話頂きあり
がとうございました。先週の大雪でクボタさんの除雪
車と和同さんの除雪機で、どんどん除雪範囲が広がっ
て近所のご老人から感謝されております。  
〔藤原喜子〕 
押切郁さん、本日は貴重なお話ありがとうございまし
た。上品な三田さんのお知り合いは、やはりとてもお
上品な方でした。大変な時代を生き抜いてこられて、
ただただ頭が下がります。 
父母、叔父、叔母も亡くなり、戦争の話も聞けなくな
った今、本日は久々に貴重なお話が聞けて有難かった
です。いつまでもどうぞお元気で、また花巻ロータリ
ークラブで引続きご講演お願い致します。今コロナ禍
ですが、その中でも幸せを感じました。皆さんにお渡
ししたチョコは昨年のように奇をてらったものではな
く、素敵な皆さんのイメージでゴディバにしました。  
〔藤村弘之〕 
2 ケ月過ごした孫を土曜日 6 日の日に東京まで送って
きました。10 時出発して、滞在時間 8 分･･夜中の 2
時には花巻に帰ってきました。関東のサービスエリア
の食事は本当に 8 時に閉ってました。 
 
ニコニコ・ボックスへのご協力ありがとうございました 

■ニコニコ・ボックス紹介 ニコニコ・ボックス委員会 

 

◆出席報告            出席委員会 

31 人中  14 人 出席  出席率 53.8 ％ 

   前回修正  65.3％ 
 

メーキャップ なし 
 
 

◆ゲストスピーチ『戦争を語り継ぐ』 

花巻ユネスコ協会 顧問 押切 郁 様 

戦争は、人、物、金、その全てを戦争のために動員
されます。国民 1 人残らず戦争に投げ込まれます。 
お国の為に戦うことが国民の使命であると教育され、
10 代の心も身体も成長する時期に、学ぶ機会も芸術
作品に触れる機会も奪われましたが、学徒動員の体験
を通して得た平和への熱い願いは今も心に深く刻まれ
ています。この体験は原爆の悲惨な体験と共に語り繋
がれなければなりません。戦後 72 年、戦争の風化が
危ぶまれていますが、私たちにとっては遠い過去のこ
とではなく、今も生々しい事実なのです。 

（資料「おわりに」より） 

講師紹介 三田 望 君 

14 歳頃、何をされてま
したか？S17 年からの
女学校時代は戦争第一
でそれ以外には楽しい
行事も制服もなく、思
想統一には形の統一か
らと国民服にモンペ。
田んぼで脚にヒルが付
くのが嫌でした。 


